別紙10

· 不審者の侵入、不審物の被害等、庁舎内における事件・事故に関する対応マニュアル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　  












　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　               
　     　　　　 　　　　　　　　　　　
       

　　　　　　  　　　　　　　　　　　

　　

　◆　日時、場所、人物、状況等をできるだけ詳細に記録しておく

　◆　防犯ビデオを確認し、別の媒体に録画し保管しておく

　◆　危機事態情報等収集項目（別紙11）及び傷病者一覧（別紙12）を記録保存すること
現　場　確　認　（安全確保を最優先）





･周囲の状況把握(場所、人通り、行事、市会開会中など)


･不審者の特徴把握(服装、持ち物、言動など)　


･不審物の確認





不審者・不審物


発見、通報











・関係先へ連絡（別紙９ 関係機関連絡先一覧 参照）


・負傷者の有無確認


・応急措置(診療所に応援要請)


・防災センター等からの応援の必要性判断


・被害拡大の回避(避難誘導、入庁制限)　


・詳細を記録する(写真、録音、メモ等)





被害が発生した場合





被害が発生していない場合














・凶器等を所持している


・暴力的な言動である　等





危険性が高い場合











・凶器等を所持していない


・落ち着いた言動である　等





危険性が低い場合





・総務班へ状況報告（事務所隊の場合は税務隊管理班を通じて行うこと。）


・総務班より危機管理室（6208-7387）に報告、連携





不審物を撤去する





危険物や凶器等の特徴を詳細に伝えて警察に応援要請　　





警備要請依頼を検討


警備要請依頼を検討





警　察　１１０番


消　防　１１９番





（別紙９　関係機関連絡先一覧を参照）





穏やかに説得する





応じた場合





応じない場合





※法令等に違反する行為が明らかな場合は即通報　　





・情報交換


・連携





庁舎外など最も適切な場所へ誘導





危険性が回避されるまで警戒態勢をとる





場合により市民等を安全な場所に誘導








